
 

 

石川県海岸設計津波検討会の開催について 

 

石川県では、海岸保全施設等を整備する上での目安となる「比較的発生頻度の高い津波

（数十年から数百年に一度発生すると想定）」の設計津波水位を平成 29 年度までに設定し

ました。 

令和6年能登半島地震では、一部の海岸で津波による浸水被害などが発生したことから、

その津波を評価するため、学識経験者、国機関からなる検討会を次のとおり開催します。 

 

 

１ 日  時 令和６年９月６日（金） 午前１０時から 

 

２ 場  所 石川県庁１１階 １１１０会議室 

   

  ３ 委  員 別紙のとおり 

 

  ４ 議事内容  

      （１）開 会 

      （２）挨 拶 

      （３）資料説明（事務局） 

         「石川県海岸設計津波検討会資料」 

      （４）閉 会 

 

 

※会場での取材は冒頭の挨拶までとさせていただきます。なお、検討会の内容に

ついての取材は会議終了後、個別に対応させていただきます。 

資 料 提 供 
令和６年９月４日 
土木部 河川課 
内 線 5125 
外 線(076)225-1738 
担 当 吉野・小倉 



氏名 所属 専門（役職） 備考

【学識経験者】

 宮島　昌克 金沢大学　名誉教授 津波・地震（防災工学）

 平松　良浩 金沢大学　教授 地震（地震学）

 由比  政年 金沢大学　教授 海岸工学

【国機関等】

 西出　保
国土交通省 北陸地方整備局
河川部　地域河川課長

課長

 柴田　亮
国土交通省　国土技術政策総合
研究所　海岸研究室

室長

【関係海岸管理者等】

 吉田　健一 石川県　農林水産部長
農林水産省、農村振興局、
水産庁所管海岸管理者

 桜井　亘 石川県　土木部長 国土交通省所管海岸管理者

石川県海岸設計津波検討会　委員名簿（案）

【委員７名（学識経験者３、国機関等２、関係海岸管理者等２）】
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